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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
１３のセグメントに分割された伝送帯域幅を有し、その内の１セグメントを占有する１セ
グメント放送と、他の１２セグメントを占有する１２セグメント放送とを受信する受信手
段と、
前記受信手段により受信される１２セグメント放送および１セグメント放送から１２セグ
メント放送の映像データ、１セグメント放送の映像データおよび１セグメント放送の音声
データを記録する記録手段と
を具備することを特徴とする放送記録装置。
【請求項２】
前記記録手段は、１２セグメント放送の音声データと１セグメント放送の音声データとが
同一のデータ形式である場合には、１２セグメント放送の映像データ、１セグメント放送
の映像データおよび１セグメント放送の音声データを記録することを特徴とする請求項１
記載の放送記録装置。
【請求項３】
前記記録手段にて記録された１２セグメント放送を再生する場合には、１２セグメント放
送の映像データと１セグメント放送の音声データとを再生する再生手段を具備することを
特徴とする請求項１記載の放送記録装置。
【請求項４】
１３のセグメントに分割された伝送帯域幅を有し、その内の１セグメントを占有する１セ
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グメント放送と、他の１２セグメントを占有する１２セグメント放送とを受信する受信処
理と、
前記受信処理にて受信される１２セグメント放送および１セグメント放送から１２セグメ
ント放送の映像データ、１セグメント放送の映像データおよび１セグメント放送の音声デ
ータを記録する記録処理と
をコンピュータで実行させることを特徴とする放送記録処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、地上デジタル放送を記録する放送記録装置および放送記録処理プログラムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯端末の代りに移動体向けの放送を受信する移動体サーバーを設け、これによって受
信した移動体向けの放送を携帯端末側で再生できるデータに変換し、移動体通信網を介し
て携帯端末へ転送する技術が知られており、この種の技術については、例えば特許文献１
に開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－５７６４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近年では、１チャンネル当り約６ＭＨｚの伝送帯域幅を１３のセグメント（
ＯＦＤＭセグメント）に分割し、その中央の１セグメントを携帯端末用として放送（以下
、１セグメント放送と称す）し、他の１２セグメントをハイビジョン（ＨＤＴＶ）放送（
以下、１２セグメント放送と称す）する地上デジタル放送が実用化されつつある。この１
セグメント放送と１２セグメント放送とを同時に受信して録画すれば、ハイビジョン録画
と同時に携帯端末向けコンテンツも録画でき、録画した携帯端末向けコンテンツは例えば
メモリカード等の記録媒体を介して携帯端末で再生可能となる。
【０００５】
　１２セグメント放送および１セグメント放送における音声符号化方式は、共にＭＰＥＧ
－２　ＡＡＣ（Advanced Audio Coding）なので、１２セグメント放送の音声データが５
．１ｃｈサラウンド方式でなければ、両放送の音声データは同一のサンプリグレートの２
ｃｈステレオ方式となる場合が有り得る。このような場合に１２セグメント放送と１セグ
メント放送とを同時に受信して記録（録画）すると、同じ音声データを重複した形で記録
することになり、記録データ量の増加を招致するという問題が生じる。
【０００６】
そこで本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、１２セグメント放送と１セグ
メント放送とを記録する際の記録データ量を削減することができる放送記録装置および放
送記録処理プログラムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明では、１３のセグメントに分割された伝
送帯域幅を有し、その内の１セグメントを占有する１セグメント放送と、他の１２セグメ
ントを占有する１２セグメント放送とを受信する受信手段と、前記受信手段により受信さ
れる１２セグメント放送および１セグメント放送から１２セグメント放送の映像データ、
１セグメント放送の映像データおよび１セグメント放送の音声データを記録する記録手段
とを具備することを特徴とする。
【０００８】
　上記請求項１に従属する請求項２に記載の発明では、前記記録手段は、１２セグメント
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放送の音声データと１セグメント放送の音声データとが同一のデータ形式である場合には
、１２セグメント放送の映像データ、１セグメント放送の映像データおよび１セグメント
放送の音声データを記録することを特徴とする
【０００９】
上記請求項１に従属する請求項３に記載の発明では、前記記録手段にて記録された１２セ
グメント放送を再生する場合には、１２セグメント放送の映像データと１セグメント放送
の音声データとを再生する再生手段を具備することを特徴とする。
【００１０】
請求項４に記載の発明では、１３のセグメントに分割された伝送帯域幅を有し、その内の
１セグメントを占有する１セグメント放送と、他の１２セグメントを占有する１２セグメ
ント放送とを受信する受信処理と、前記受信処理にて受信される１２セグメント放送およ
び１セグメント放送から１２セグメント放送の映像データ、１セグメント放送の映像デー
タおよび１セグメント放送の音声データを記録する記録処理とをコンピュータで実行させ
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
本発明によれば、１２セグメント放送と１セグメント放送とを記録する際の記録データ量
を削減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
Ａ．構成
　図１は本発明の実施の一形態による放送記録再生装置１００の構成を示すブロック図で
ある。この図において、チューナ２，３は、それぞれアンテナ１を介して１セグメント放
送、１２セグメント放送を受信する。ＯＦＤＭ復調部４は、チューナ２およびチューナ３
の各受信出力をＯＦＤＭ復調し、これより得られるトランスポートストリーム信号から対
応する番組パケット（ＭＰＥＧデータ）を分離抽出する。ＣＰＵ５は装置各部の動作を制
御するものであり、本発明の要旨に係わる処理動作については追って詳述する。
【００１４】
　ＲＯＭ６は、ＣＰＵ５が実行する各種処理プログラムや、これら処理プログラムに用い
られる各種制御データ等を記憶する。なお、ここで言う各種処理プログラムとは、後述す
るメインルーチン、録画処理および再生処理を含む。ＲＡＭ等から構成されるワークメモ
リ７は、ＣＰＵ５の作業エリアとして用いられ、各種レジスタ・フラグデータを一時記憶
する。また、ワークメモリ７は、後述するように、ＯＦＤＭ復調部４の出力を、映像・音
声記録部８に転送する際のバッファメモリとしても使用される。
【００１５】
　映像・音声記録部８は、ＣＰＵ５の制御の下でＯＦＤＭ復調部４が出力する番組パケッ
ト（ＭＰＥＧデータ）を記録又は再生する。具体的には、図５（ａ）に図示するように、
ＯＦＤＭ復調部４から出力される１２セグメント放送の番組パケット（ＭＰＥＧ２形式の
映像データおよびＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ）および１セグメント放送の番
組パケット（ＭＰＥＧ４形式の映像データおよびＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ
）を、同図（ｂ）に図示するように、１２セグメント放送の番組パケット（ＭＰＥＧ２形
式の映像データ）と、１セグメント放送の番組パケット（ＭＰＥＧ４形式の映像データお
よびＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ）とに分けて記録する。つまり、１２セグメ
ント放送と１セグメント放送とを同時に受信して録画する場合、音声データが重複するた
め、１２セグメント放送の音声データを省き、１セグメント放送の音声データのみ記録し
ておき、記録した１セグメント放送の音声データを再生時に共用することで記録データ量
の削減を図っている。
【００１６】
　ＭＰＥＧ２映像復号部９は、ＯＦＤＭ復調部４から出力される１２セグメント放送の番
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組パケット（ＭＰＥＧ２形式の映像データ）をＣＰＵ５の指示に従って映像データに復号
して出力する。Ｈ．２６４映像復号部１０は、ＯＦＤＭ復調部４から出力される１セグメ
ント放送の番組パケット（ＭＰＥＧ４形式の映像データ）を、ＣＰＵ５の指示に従って映
像データに復号して出力する。表示コントローラ１１は、ＣＰＵ５の指示に応じて、ＭＰ
ＥＧ２映像復号部９から出力される映像データもしくはＨ．２６４映像復号部１０から出
力される映像データのいずれかを選択して表示部１２に供給して映像表示させる。ＭＰＥ
Ｇ２　ＡＡＣ復号部１３は、ＯＦＤＭ復調部４から出力される１２セグメント放送の番組
パケット（ＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ）もしくは１セグメント放送の番組パ
ケット（ＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ）のいずれかを、ＣＰＵ５の指示に従っ
て音声データに復号し、スピーカ１４から音声出力させる。
【００１７】
Ｂ．動作
　次に、図２～図４を参照して、上記構成による放送記録再生装置１００の動作（ＣＰＵ
５の動作）について説明する。
（１）メインルーチンの動作
　装置電源投入に応じて、ＣＰＵ５は図２に示すメインルーチンを起動し、ステップＳＡ
１に処理を進め、装置各部をイニシャライズする初期化処理を実行する。次いで、ステッ
プＳＡ２では録画開始指示に応じて録画処理（後述する）を実行し、続くステップＳＡ３
では再生開始指示に応じて再生処理（後述する）を実行する。この後、ステップＳＡ４に
進み、例えばユーザ操作に応じてチューナ２，３に受信チャンネルの変更を指示する等の
、その他の処理を実行する。以後、装置電源がオフされるまでステップＳＡ２～ＳＡ４を
繰り返す。
【００１８】
（２）録画処理の動作
　上述したメインルーチンのステップＳＡ２（図２参照）を介して本処理が実行されると
、ＣＰＵ５は図３に示すステップＳＢ１に処理を進め、録画開始指示が有るか否かを判断
する。録画開始指示が無ければ、判断結果は「ＮＯ」になり、何も行わずに本処理を完了
させる。一方、録画開始指示が有ると、判断結果が「ＹＥＳ」になり、ステップＳＢ２に
進む。ステップＳＢ２では、１２セグメント放送および１セグメント放送を同時に受信復
調するようチューナ２，３およびＯＦＤＭ復調部４を制御する。次いで、ステップＳＢ３
では、ＯＦＤＭ復調部４の出力を、「１２セグメント放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ
」、「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形式の映像データ」および「１セグメント放送のＭ
ＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」に分離してそれぞれワークメモリ７にバッファリ
ングする。
【００１９】
　続いて、ステップＳＢ４では、ワークメモリ７にバッファリングされた「１２セグメン
ト放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ」、「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形式の映像デ
ータ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」を、映像・
音声記録部８にＤＭＡ転送する。これにより、映像・音声記録部８は、図５（ｂ）に図示
する記録形態で１２セグメント放送と１セグメント放送とを同時記録する。次に、ステッ
プＳＢ５では、録画終了指示が有るか否かを判断する。録画終了指示が無ければ、判断結
果は「ＮＯ」になり、録画終了指示されるまで上記ステップＳＢ２～ＳＢ５を繰り返す。
そして、録画終了指示されると、ステップＳＢ５の判断結果が「ＹＥＳ」になり、ステッ
プＳＢ６に進む。ステップＳＢ６では、映像・音声記録部８に録画停止を指示する。映像
・音声記録部８は、ＣＰＵ５からの録画停止指示に応じて、記録していた「１２セグメン
ト放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ」、「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形式の映像デ
ータ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」をそれぞれ
ファイル化する。
【００２０】
（３）再生処理の動作



(5) JP 4235952 B2 2009.3.11

10

20

30

40

50

　上述したメインルーチンのステップＳＡ３（図２参照）を介して本処理が実行されると
、ＣＰＵ５は図４に示すステップＳＣ１に処理を進め、再生開始指示が有るか否かを判断
する。再生開始指示が無ければ、判断結果は「ＮＯ」になり、何も行わずに本処理を完了
させる。一方、再生開始指示が有ると、判断結果が「ＹＥＳ」になり、ステップＳＣ２に
進む。ステップＳＣ２では、録画した１２セグメント放送の再生であるか否かを判断する
。１２セグメント放送の再生であると、判断結果は「ＹＥＳ」になり、ステップＳＣ３に
進む。
【００２１】
　ステップＳＣ３では、上述の録画処理にてファイル化された「１２セグメント放送のＭ
ＰＥＧ２形式の映像データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音
声データ」の再生を映像・音声記録部８に指示する。そして、これに応じて映像・音声記
録部８が読み出す「１２セグメント放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ」および「１セグ
メント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」をワークメモリ７にＤＭＡ転送す
る一方、このワークメモリ７に順次転送される「１２セグメント放送のＭＰＥＧ２形式の
映像データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」の復
号再生をＭＰＥＧ２映像復号部９とＭＰＥＧ２　ＡＡＣ音声復号部１３とに指示する。
【００２２】
　一方、１セグメント放送の再生であれば、上記ステップＳＣ２の判断結果は「ＮＯ」と
なり、ステップＳＣ４に進む。ステップＳＣ４では、上述の録画処理にてファイル化され
た「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形式の映像データ」および「１セグメント放送のＭＰ
ＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」の再生を映像・音声記録部８に指示する。そして、
これに応じて映像・音声記録部８が読み出す「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形式の映像
データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」をワーク
メモリ７にＤＭＡ転送する一方、このワークメモリ７に順次転送される「１セグメント放
送のＭＰＥＧ４形式の映像データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形
式の音声データ」の復号再生をＨ．２６４映像復号部１０とＭＰＥＧ２　ＡＡＣ音声復号
部１３とに指示する。
【００２３】
　そして、ステップＳＣ５では、再生終了指示が有るか、若しくはファイルエンドに達し
たかどうかを判断する。再生終了指示されず、あるいはファイルエンドにも達していなけ
れば、判断結果は「ＮＯ」になり、上述のステップＳＣ２に処理を戻し、以後、再生終了
指示がある迄、もしくはファイルエンドに達するまでステップＳＣ２～ＳＣ５を繰り返し
て再生を継続させる。そして、再生終了指示が有るか、若しくはファイルエンドに達する
と、上記ステップＳＣ５の判断結果が「ＹＥＳ」になり、本処理を終える。
【００２４】
　このように、本実施の形態では、１２セグメント放送と１セグメント放送とを同時記録
する場合、受信復調された「１２セグメント放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ」、「１
セグメント放送のＭＰＥＧ４形式の映像データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－
２　ＡＡＣ形式の音声データ」を記録する。そして、１２セグメント放送を再生する時に
は、「１２セグメント放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ」および「１セグメント放送の
ＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」を復号して再生し、一方、１セグメント放送を
再生する時には、「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形式の映像データ」および「１セグメ
ント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」を復号して再生するので、１セグメ
ント放送と１２セグメント放送とを録画する際の記録データ量を削減することが可能にな
る。
【００２５】
Ｃ．その他の実施形態
　前述した実施の形態では、１２セグメント放送および１セグメント放送の音声データが
同一サンプリグレートの２ｃｈステレオ方式の場合を想定したが、受信する番組によって
は１２セグメント放送の音声データが５．１ｃｈサラウンド方式であることも有り得る。
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そこで、その他の実施形態では、そのような場合に対処する録画処理および再生処理の各
動作について説明する。
【００２６】
（１）録画処理の動作
　前述の実施の形態と同様、メインルーチンのステップＳＡ２（図２参照）を介して本処
理が実行されると、ＣＰＵ５は図６に示すステップＳＤ１に処理を進め、録画開始指示が
有るか否かを判断する。録画開始指示が無ければ、判断結果は「ＮＯ」になり、何も行わ
ずに本処理を完了させる。一方、録画開始指示が有ると、判断結果が「ＹＥＳ」になり、
ステップＳＤ２に進む。ステップＳＤ２では、１２セグメント放送および１セグメント放
送を同時に受信復調するようチューナ２，３およびＯＦＤＭ復調部４を制御する。次いで
、ステップＳＤ３では、ＯＦＤＭ復調部４の出力を、「１２セグメント放送のＭＰＥＧ２
形式の映像データ」、「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形式の映像データ」、「１２セグ
メント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」および「１セグメント放送のＭＰ
ＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」に分離してそれぞれワークメモリ７にバッファリン
グする。
【００２７】
　続いて、ステップＳＤ４では、「１２セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音
声データ」が５．１ｃｈサラウンド方式であるか否かを判断する。５．１ｃｈサラウンド
方式であると、判断結果は「ＹＥＳ」となり、ステップＳＤ５に進む。ステップＳＤ５で
は、ワークメモリ７にバッファリングされた「１２セグメント放送のＭＰＥＧ２形式の映
像データ」、「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形式の映像データ」、「１２セグメント放
送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２
　ＡＡＣ形式の音声データ」を、映像・音声記録部８にＤＭＡ転送する。これにより、映
像・音声記録部８は、図５（ａ）に図示する記録形態で１２セグメント放送と１セグメン
ト放送とを別個に同時記録する。
【００２８】
　一方、「１２セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」が５．１ｃｈ
サラウンド方式でない場合には、上記ステップＳＤ４の判断結果が「ＮＯ」となり、ステ
ップＳＤ６に進む。ステップＳＤ６では、ワークメモリ７にバッファリングされた「１２
セグメント放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ」、「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形式
の映像データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」を
、映像・音声記録部８にＤＭＡ転送する。これにより、映像・音声記録部８は、図５（ｂ
）に図示する記録形態で１２セグメント放送と１セグメント放送とを同時記録する。
【００２９】
　次に、ステップＳＤ７では、録画終了指示が有るか否かを判断する。録画終了指示が無
ければ、判断結果は「ＮＯ」になり、録画終了指示されるまで上記ステップＳＤ２～ＳＤ
７を繰り返す。そして、録画終了指示されると、ステップＳＤ７の判断結果が「ＹＥＳ」
になり、ステップＳＤ８に進む。ステップＳＤ８では、映像・音声記録部８に録画停止を
指示する。映像・音声記録部８は、ＣＰＵ５からの録画停止指示に応じて、記録した各デ
ータをファイル化する。
【００３０】
（２）再生処理の動作
　前述の実施の形態と同様、メインルーチンのステップＳＡ３（図２参照）を介して本処
理が実行されると、ＣＰＵ５は図７に示すステップＳＥ１に処理を進め、再生開始指示が
有るか否かを判断する。再生開始指示が無ければ、判断結果は「ＮＯ」になり、何も行わ
ずに本処理を完了させる。一方、再生開始指示が有ると、判断結果が「ＹＥＳ」になり、
ステップＳＥ２に進む。ステップＳＥ２では、録画した１２セグメント放送の再生である
か否かを判断する。１２セグメント放送の再生であると、判断結果は「ＹＥＳ」になり、
ステップＳＥ３に進む。
【００３１】
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　ステップＳＥ３では、「１２セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ
」が映像・音声記録部８に記録されているかどうかを判断する。「１２セグメント放送の
ＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」が記録されていると、判断結果は「ＹＥＳ」に
なり、ステップＳＥ４に進み、上述の録画処理によりファイル化された「１２セグメント
放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ」および「１２セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡ
Ｃ形式の音声データ」の再生を映像・音声記録部８に指示する。そして、これに応じて映
像・音声記録部８が読み出す「１２セグメント放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ」およ
び「１２セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」をワークメモリ７に
ＤＭＡ転送する一方、このワークメモリ７に順次転送される「１２セグメント放送のＭＰ
ＥＧ２形式の映像データ」および「１２セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音
声データ」の復号再生をＭＰＥＧ２映像復号部９とＭＰＥＧ２　ＡＡＣ音声復号部１３と
に指示する。
【００３２】
　一方、「１２セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」が映像・音声
記録部８に記録されていない場合には、上記ステップＳＥ３の判断結果が「ＮＯ」になり
、ステップＳＥ５に進む。ステップＳＥ５では、上述の録画処理によりファイル化された
「１２セグメント放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ」および「１セグメント放送のＭＰ
ＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」の再生を映像・音声記録部８に指示する。そして、
これに応じて映像・音声記録部８が読み出す「１２セグメント放送のＭＰＥＧ２形式の映
像データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」をワー
クメモリ７にＤＭＡ転送する一方、このワークメモリ７に順次転送される「１２セグメン
ト放送のＭＰＥＧ２形式の映像データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡ
Ｃ形式の音声データ」の復号再生をＭＰＥＧ２映像復号部９とＭＰＥＧ２　ＡＡＣ音声復
号部１３とに指示する。
【００３３】
　これに対し、１セグメント放送の再生であれば、上記ステップＳＥ２の判断結果が「Ｎ
Ｏ」となり、ステップＳＥ６に進む。ステップＳＥ６では、上述の録画処理によりファイ
ル化された「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形式の映像データ」および「１セグメント放
送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」の再生を映像・音声記録部８に指示する。
そして、これに応じて映像・音声記録部８が読み出す「１セグメント放送のＭＰＥＧ４形
式の映像データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　ＡＡＣ形式の音声データ」
をワークメモリ７にＤＭＡ転送する一方、このワークメモリ７に順次転送される「１セグ
メント放送のＭＰＥＧ４形式の映像データ」および「１セグメント放送のＭＰＥＧ－２　
ＡＡＣ形式の音声データ」の復号再生をＨ．２６４映像復号部１０とＭＰＥＧ２　ＡＡＣ
音声復号部１３とに指示する。
【００３４】
　そして、ステップＳＥ７では、再生終了指示が有るか、若しくはファイルエンドに達し
たかどうかを判断する。再生終了指示されず、あるいはファイルエンドにも達していなけ
れば、判断結果は「ＮＯ」になり、上述のステップＳＥ２に処理を戻し、以後、再生終了
指示がある迄、もしくはファイルエンドに達するまでステップＳＥ２～ＳＥ７を繰り返し
て再生を継続させる。そして、再生終了指示が有るか、若しくはファイルエンドに達する
と、上記ステップＳＥ７の判断結果が「ＹＥＳ」になり、本処理を終える。
【００３５】
　このように、その他の実施形態では、１２セグメント放送と１セグメント放送とを同時
録画する場合に、１２セグメント放送の音声データが５．１ｃｈサラウンド方式であると
、１２セグメント放送の番組パケットと１セグメント放送の番組パケットとに分けて個別
に録画および再生を行い、一方、１２セグメント放送と１セグメント放送の音声データが
同一形式であれば、前述の実施の形態と同様に、１２セグメント放送の音声データを省き
、１セグメント放送の音声データのみ記録しておき、記録した１セグメント放送の音声デ
ータを再生時に共用する為、１２セグメント放送の音声データと１セグメント放送の音声
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【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明による実施の一形態の構成を示すブロック図である。
【図２】メインルーチンの動作を示すフローチャートである。
【図３】録画処理の動作を示すフローチャートである。
【図４】再生処理の動作を示すフローチャートである。
【図５】映像／音声ファイルの対応関係を示す図である。
【図６】その他の実施形態による録画処理の動作を示すフローチャートである。
【図７】その他の実施形態による再生処理の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００３７】
　１　アンテナ
　２，３　チューナ
　４　ＯＦＤＭ復調部
　５　ＣＰＵ
　６　ＲＯＭ
　７　ワークメモリ
　８　映像・音声記録部
　９　ＭＰＥＧ２映像復号部
　１０　Ｈ．２６４映像復号部
　１１　表示コントローラ
　１２　表示部
　１３　ＭＰＥＧ２　ＡＡＣ音声復号部
　１４　スピーカ
【図１】 【図２】
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